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For the improvement of the breathing capacity of an internaJ combustion engine， itis most im-
portant to utiJize the dynamic effects due to the intake pipe system. AccordingJy， the present writer 
has performed the theoreticaJ and experimentaJ analysis on the matching condition in such dynamic 
effect， nameJy， inertia-effect or puJsation-effect， owing to the intake system with pJain pipe in a 
crankcase-compressed two-stroke cycle engine. 
SuccessiveJy， toinvestigate in detaiJ the e妊ectsof the intake system with stepped， hoJey or conflux-
pipe on the deJivery ratio， he has made a theoreticaJ anaJysis of the optimum condition of the dynamic 
effects by means of the inertia or impedance theory， determining the design method for such intake 
system. The results obtained are experimentalJy con五rmedwith a crankcase-compressed two-stroke 
cycle engine; that is， the maximum deJivery ratio occurs by the inertia-effect as in the case with the 
pJain pipe and such inertia-effect is governed by the folJowing expression 
ゐ8= :. JVkm{ll+ (去)らjμ
for the stepped-pipe 
Zibニ:.JVk明(山!(士+士)}!ft































平均クランク室容積 480 c 
圧縮比 8.16 
ポートタイミング給気孔 60S(T.D.C.) 















途中に開口径16mmゅの丸型ノズノレ④を挿入した。 i欠に給気流量 (Q)および給気比 (K)の算
出は次式によった。
Q=Cピ'f~-元五瓦;ι
ゆ=1-0.5246xl0-3 • .dh 
K = {Q.r1-;-1-乍.Nro/60} xl00% 
ここに， Q:実際の給気量 (cc/s)，Ca:ノズ、lレの流量係数，f:ノズルの間口面積 (cm2)，





















伊jを図-2に示す。図において，最大給気比を与える機関回転数 (NMJは段付管径 (d2) に比例
して高速回転倒に移行している。その反面，最大給気比の値 (KM)が順次低下するのでごく高
速回転 (N二三4000rpm)を除いては， 段付管を使用することは望ましくないようである。 しか
し， 29cmの給気直管 (llO1;)に段付管を取り付けた場合の実験結果(図-3)によると段付管は


























































人/ら 13/83 29/63 49/43 69/23 89/3 
Np， rpm 2650 2750 2750 2450 2100 





































百四 3α幻 N rpm 4000 








































L1P:圧力降下， Po:大気圧， Pk(tJ):クランク室内圧であり， 添字1は給気直管， 2は段付管
の状態をあらわす。
次にラ 給気孔が全聞のときの流入速度 (dxl/dt)明と任意聞のときの流入速度 (dxl/dt)との
比 s(が)= (dxl/dt)/(dxjdt)叫を用いると，任意給気孔開口面積における段付型給気管系の全圧力
降下 (L1P)は
L1P =与・(dxjdt)2・L;J./s2 (が) (5) 
で与えられる。さらに，クランク室容積 Vk(が)を平均クランク室容積 V加に近似し1うクラ
ンク室内圧 Pk(θ)を残留給気量 Gki=Pki"Vkm/RT，。と流入給気量 Gi=PoJ，.xl/RT，。の和から
Pk(が)= Pki+Po・K/ε (6) 
とおしここに， L;J.:段付管系各部の抵抗係数の和， Pki:給気孔開時のクランク室内圧， ε:
クランク室圧縮比(=v;止叫/V，) K:理論給気比(= J，.xl/V，)である。 さらに変数をクランク角
。に変換し dtJ/dt=ω(一定)とすれば (4)式は次の如く変形される。
d2K . ~ dK K d~; +2μ包7+zjf玄(印刷 (7) 
ここで，流動抵抗係数 μ8および慣性特性数 Zi8は次式で示される。
dK/dtJ 

















50 100 150 
L;(=.a，'f，s.2) L; cm 
図 15 慣性効果，脈動効果の同調条件




480 cc， 給気直管の断面積 f，=3.46cmを代入し， 給気管系の流動抵抗(気化器なし)として
ん8=0.6と見積ると，最大給気比を与える機関回転数 (NM)の計算値は一点鎖線となる。 これは
実験値ときわめてよく一致しており，最大給気比を与える条件式 (9)および(8)が妥当であるこ






























60 Q2 cm 90 
図-17 段付管給気管系の等価管長 (Ltl
クランク室圧縮2サイクノレ機関における特殊形給気管系の影響について(第2報) 281 






















-20 2. 3 N rpm 4 >:103 
図-18 穿孔型排気管系の効果 (E-50)
-20 








































































23 (閉) h. T._1Q~/23 S.P.:給気直管 a: Liニ 13.5<63\I~JJ b: Li= 13.5<63 (閉j
・ー←一一一一一…
23 : Liニ13.5く'-~V.V'63 
長さ (x)が増加するにつれて最大給気比を与える機関回転数は順次低速側に移行しており，合


























LJP3= 与 •{(dx3/dt)/，仰)}• (xl3/di) (dx3/dt) 
で与えられるが，{(dx2/dt)/，民(fJ)}= {(dx，jdt)/，民(θ)}=const.りと云われているので上式は
LJP， = c・ん(dx2/dt)， LJP3 ニ C.l3 (dx，/dt) 
と書換えられる。さらに，合流点の条件から LJP2=LJP3と仮定した。ここに X:管壁摩擦係数，

















50 10 Li cm 150 
図-26 合流型給気管系の最適条件
















30 13 cmω 







tan (klj) = cot (kl，)十cot(kl3) 
一端閉(ん)の合流管に対しては
tan (klj) =一tan(kl2)+cot (kl3) 
(16) 
(17) 
















1/(Zi8)1r = .u~s+(180/di)2 (9) 
で与えられる。乙の場合の慣性特性数 Zi8はi欠式から求められる。
Zi8 = (ω/ai)・イ百可耳石田/f2)}/五 (9) 
(5) 段付型給気管系による脈動効果は， i欠式で与えられる脈動次数 qi，Qiで規定される。
qi = 15adNLi 
Qi = (1+θi1360)'qi 
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